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• 正味収入保険料は、国内損保、海外保険子会社ともに増収し、前期比4.7％増収の3兆789億円 
• 生命保険料は、三井住友海上プライマリー生命が大幅な増収となったことに加え、三井住友海上あいおい生命も増収となったことから、 
 前期比 87.9％増収の 1兆3,563億円 

2014年度 2015年度

前期比 増収率

 元受正味保険料（除く収入積立保険料）
※ 32,130 33,532 1,401  4.4% 

 正味収入保険料※ 29,407 30,789 1,382  4.7% 

 三井住友海上 14,458 15,074 616  4.3% 

 あいおいニッセイ同和損保 11,608 11,920 312  2.7% 

 三井ダイレクト損保 350 365 15  4.3% 

 海外保険子会社 2,932 3,368 436  14.9% 

 生命保険料 7,217 13,563 6,346  87.9% 

  ※ 自動車保険「もどリッチ」の払戻充当保険料を控除したベース

 ＜参考：保険料（グロス収入保険料）＞

2014年度 2015年度

前期比 増収率

 三井住友海上あいおい生命 4,418 4,611 193  4.4% 

 三井住友海上プライマリー生命 10,540 12,994 2,454  23.3% 

 資料1 グループ連結（2015年度）①業績の概要 １ 
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   （億円） 

   （億円） 



MS&AD Insurance Group Holdings, Inc. 

 ・ 経常利益は、三井住友海上、あいおいニッセイ同和損保、海外保険子会社で減益となったが、国内生保子会社が増益となったこと 
  から前期比 45億円増益の 2,915億円 
 ・ 当期純利益は、前期比 452億円増益の 1,815億円 

2014年度 2015年度

前期比 増減率

 経常利益 2,870 2,915 45 1.6% 

 三井住友海上 1,713 1,678 △ 34 △ 2.0% 

 あいおいニッセイ同和損保 689 617 △ 72 △ 10.4% 

 三井ダイレクト損保 △ 42 △ 53 △ 11 - 

 三井住友海上あいおい生命 159 186 27 17.0% 

 三井住友海上プライマリー生命 177 399 221 125.0% 

 海外保険子会社 448 376 △ 72 △ 16.1% 

 その他・連結調整等 △ 275 △ 289 △ 14 - 

当期純利益 ※ 1,362 1,815 452 33.2% 

 三井住友海上 891 1,139 248 27.9% 

 あいおいニッセイ同和損保 394 310 △ 83 △ 21.2% 

 三井ダイレクト損保 △ 31 △ 43 △ 11 -

 三井住友海上あいおい生命 44 60 16 37.1% 

 三井住友海上プライマリー生命 124 178 54 44.0% 

 海外保険子会社 350 285 △ 64 △ 18.4% 

 その他･連結調整等 △ 410 △ 117 293 - 

※ 連結の当期純利益は、親会社株主に帰属する当期純利益を表す。子会社の当期純利益は、出資持分ベース。　以下同じ。

 資料2 グループ連結（2015年度）①業績の概要 ２ 
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2014年度 
2,870 

2015年度 
2,915 

国内損保 

異常危険 

準備金 

影響 

△503 

国内損保 

自然災害 

に係る 

影響 

△408 

国内損保 

その他 

インカード 

ロス 

＋568 

国内損保 

増収 

影響他 

＋494 

国内損保 

資産運用 

損益・ 

その他 

△258 

国内生保 

子会社 

＋249 

海外保険 

子会社 

△72 
その他 

連結 

調整等 

△25 

連結経常利益の増減要因 

資料3 グループ連結（2015年度）②前期との比較  

    
2014年度 2015年度 差額 

(a) (b) (b)-(a) 

連結経常利益 2,870 2,915 45 

国内損保※1 
   異常危険準備金影響 

△ 313 △ 816 △ 503 

国内損保※1 
  自然災害に係る影響※2 △ 272 △ 681 △ 408 

国内損保※1 
  その他インカードロス※3 △ 13,106 △ 12,538 568 

  
国内損保※1 
  増収影響他※4 13,980 14,475 494 

国内損保※1 

   資産運用損益・その他 
2,115 1,856 △ 258 

国内生保子会社 336 586 249 

海外保険子会社 448 376 △ 72 

その他連結調整等 △ 317 △ 343 △ 25 

   （億円） 連結経常利益 
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 ・ 国内損保の増益要因は、自然災害以外のインカードロスが  568億円、増収影響他が  494億円 
 ・ 国内損保の減益要因は、異常危険準備金影響が △503億円、自然災害に係る影響が △408億円、資産運用損益・その他が 
  △258億円 
 ・ 国内生保子会社は  249億円の増益、海外保険子会社は △72億円の減益 

   （億円） 

※1 国内損保は、三井住友海上とあいおいニッセイ同和損保の金額の合計 
※2 「自然災害に係る影響」は、当年度発生国内自然災害、大雪（2014年2月）およびタイ洪水（2011年度） 

   に係るインカードロスの合計。ただし、2015年度は、タイ洪水の影響が軽微なため、これを含まない。 

※3 「その他インカードロス」は、 「自然災害に係る影響」 および「家計地震・自賠責」を除いたインカードロス 
   （損害調査費を含む）。 
※4 「増収影響他」は、「異常危険準備金影響」、「自然災害に係る影響」、「その他インカードロス」以外 
   の保険引受利益 
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 資料4 グループ連結（2015年度）③グループコア利益 

2014年度 2015年度

前期比

 グループコア利益　※1 1,557 1,475 △ 81 

 国内損保事業 924 919 △ 5 

 国内生保事業 204 250 45 

 海外事業 382 279 △ 102 

 金融サービス事業/リスク関連事業 46 26 △ 19 

 その他経営数値目標

 コンバインド・レシオ（国内損保）※2 96.0% 91.6% △ 4.4pt 

 ＭＳＡ生命ＥＶ増加額 597 △ 520 △ 1,118 

 グループＲＯＥ 5.9% 5.2% △ 0.7pt 

※1 「グループコア利益」の定義は最終ページご参照 
※2 「コンバインド・レシオ（国内損保）」は、三井住友海上、あいおいニッセイ同和損保、三井ダイレクト損保の合計 
 
（参考） 

   （億円） 

・ グループコア利益は、前期比 △81億円減益の 1,475億円 
・ 国内損保のコンバインドレシオは、正味収入保険料の増収、自動車損害率の改善などにより、前期比 △4.4ptの 91.6% 

4 

＝ 
ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
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連結 
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評価損益 

△3 

－ ＋ 
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△314 

非連結 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社 

持分利益 

1 

※３ のれん償却等（△121）、 

 法人税率引下げの影響（△110）、 

 その他特別損益等 
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 ・ 正味収入保険料は、火災保険の大幅な増収に加え、自動車保険などでも増収となり、2社合計で＋3.6％の 2兆6,995億円 
 ・ 異常危険準備金反映前保険引受利益は、自然災害に係るインカードロスが増加したものの、増収影響や自然災害以外の 

   インカードロスの減少などにより、2社合計で 655億円増加の 1,256億円 
 ・ 保険引受利益は、異常危険準備金戻入れ益の反動減が大きかったものの、 2社合計で 152億円増加の 439億円 

前期比 前期比 前期比

正味収入保険料 15,074 616 11,920 312 26,995 928

正味収入保険料 増収率 4.3% △ 0.1pt 2.7% 1.3pt 3.6% 0.5pt

正味支払保険金 （－） 8,008 △ 99 6,448 △ 330 14,457 △ 429

＜インカードロス（含む損害調査費）＞ （－） 8,971 96 7,064 △ 282 16,035 △ 185

諸手数料及び集金費 （－） 2,631 93 2,231 70 4,862 164

営業費及び一般管理費（保険引受） （－） 2,046 △ 10 1,853 △ 48 3,900 △ 58

異常危険準備金反映前保険引受利益 716 262 540 392 1,256 655

異常危険準備金戻入額 △ 525 △ 211 △ 291 △ 291 △ 816 △ 503

  保険引受利益 191 51 248 100 439 152

諸比率

正味損害率 58.9% △ 3.3pt 59.2% △ 4.0pt 59.1% △ 3.5pt

正味事業費率 31.0% △ 0.8pt 34.3% △ 0.7pt 32.5% △ 0.7pt

コンバインド・レシオ 89.9% △ 4.1pt 93.5% △ 4.7pt 91.6% △ 4.2pt

＜除く家計地震・自賠責＞

正味損害率 56.0% △ 3.4pt 56.1% △ 4.3pt 56.1% △ 3.7pt

正味事業費率 33.1% △ 0.8pt 36.5% △ 0.7pt 34.5% △ 0.8pt

コンバインド・レシオ 89.1% △ 4.2pt 92.6% △ 5.0pt 90.6% △ 4.5pt

あいおいニッセイ同和（単体） ＜ご参考＞２社合計（単純合計）三井住友海上（単体）

※自動車保険「もどリッチ」の払戻充当保険料を控除したベース 
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資料５ 国内損害保険会社（2015年度）①主要2社の業績概要１ 

（億円） 
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前期比 前期比 前期比

  保険引受利益 191 51 248 100 439 152

ネット利息及び配当金収入 794 87 395 △ 6 1,189 81

有価証券売却損益 991 90 104 △ 95 1,095 △ 4

有価証券評価損 （－） 72 39 66 65 139 105

  資産運用・その他収支 1,487 △ 85 368 △ 172 1,856 △ 258

  経常利益 1,678 △ 34 617 △ 72 2,296 △ 106

  特別損益 △ 117 219 △ 202 △ 170 △ 320 49

  税引前当期純利益 1,561 185 415 △ 242 1,976 △ 57

  当期純利益 1,139 248 310 △ 83 1,450 164

あいおいニッセイ同和（単体） ＜ご参考＞２社合計（単純合計）三井住友海上（単体）
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資料6 国内損害保険会社（2015年度）①主要2社の業績概要２ 

（億円） 

 ・ 資産運用・その他収支は、円高による為替差損や有価証券の評価損の発生があったが、ネット利配の増加や政策株式削減の進捗 
  による売却益もあり、前期比△258億円減少にとどまる1,856億円 
 ・ 特別損益は、前期からのマイナスの要因として、前期に計上した機能別再編に係る契約移転益が無くなったこと、当期にキャリア・ 

 転進支援策のコストが発生したことなどがあった一方、プラスの要因として、前期に価格変動準備金の追加積立630億円を行った 
 ことの反動などから、前期比で49億円増加し△320億円。 

 ・ 当期純利益は、前期比 164億円増益の 1,450億円 
 ・ 政策株式は、2社合計で 1,811億円を売却 
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インカードロス　　 支払保険金　　 　支払備金積増額

前期比 前期比 前期比

　当年度発生国内自然災害 677 376 627 356 49 19 49

三井住友海上 379 196 359 195 20 0 20

あいおいニッセイ同和損保 297 180 268 160 29 19 29

　2014年2月大雪による損害 3 △ 19 17 △ 623 △ 13 604 5

三井住友海上 1 △ 15 6 △ 372 △ 4 356 1

あいおいニッセイ同和損保 1 △ 3 10 △ 251 △ 8 247 4

　タイ洪水（2011年度発生）※ － 51 － △ 76 － 127 －

681 408 644 △ 343 36 751 55

支払備金残高

　合　計

資料7 国内損害保険会社（2015年度）②自然災害に係る影響 

自然災害に係る影響 （億円） 

・ 自然災害に係るインカードロスは、2社合計で前期比 408億円増加の681億円 
・ 自然災害に係る支払保険金は、 2014年2月の大雪に係る多額の支払いがあった前期から△343億円減少 
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※ タイ洪水に係る当期の各項目については、影響が軽微なため集計していない。  
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取崩額 繰入額 残高

前期比

 火　災 - 220 220 44 1,402

 海　上 - 30 30 1 753

 傷　害 35 44 8 7 631

 自 動 車 44 206 162 139 380

 そ の 他 19 121 102 18 1,656

 合  計 99 624 525 211 4,825

 火　災 - 136 136 196 1,121

 海　上 - 0 0 1 138

あいおいニッセイ  傷　害 - 20 20 △ 1 631

同和損保  自 動 車 130 215 85 84 299

 そ の 他 7 56 48 11 591

 合  計 137 429 291 291 2,782

 火　災 - 357 357 241 2,523

 海　上 - 31 31 2 892

 傷　害 35 64 28 5 1,263

 自 動 車 174 422 247 223 679

 そ の 他 26 178 151 30 2,248

 合  計 237 1,054 816 503 7,607

ネット増減額

三井住友海上

2社合計
（単純合計）

異常危険準備金 （億円） 

・ 異常危険準備金のネット増減額は、 2社合計で前期比 503億円増加の 816億円 
・ 取崩額は、2014年２月の大雪に係る保険金支払いがほぼ無くなったことや、自動車保険の損害率が改善したことなどから、2社合計で 
 237億円（前期比 △614億円）。 繰入額は、2社合計で1,054億円（前期比 △111億円） 
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資料8 国内損害保険会社（2015年度）③異常危険準備金 
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+0.4%

Δ3.2% Δ2.9%

+0.7%

Δ2.6%

+0.6%

Δ1.0%

Δ3.8%

Δ9.2%
Δ8.1%

Δ1.0%

Δ5.0%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

・降雪が少なかったことなどから事故件数が減少したことに加え、料率改定の効果もあり、EI損害率は58.4%と前期比 3.2ptの 低下 
・ 修理費等の上昇により、保険金単価は上昇傾向 

保険料・保険金 

事故件数の推移（除く自然災害, ２月大雪等の雪害を含む） EI 損害率の推移 （含む損害調査費） 

資料9 国内損害保険会社（2015年度）④自動車保険の状況 

※ 保険料増減要因の諸数値は営業成績ベース（4－3月）の対前年同期比 
※ 保険金単価の増減は、2015年3月末までの1年間の保険金単価に対する、2016年3月末までの1年間の保険金単価の増減を表示 
※ 車両保険（除く自然災害）の保険金単価には、2014年2月大雪等の雪害を含む  ※ EI損害率算出対象期間は、各年度の4-3月 
 

2015年度  

2014年度 

（国内, 1日あたり, 対前年同月） 

66.4%

61.6%

58.4%

2013年第4Q 2014年第4Q 2015年第4Q

（MS・AD 2社単純合算ベース） （MS・AD 2社単純合算ベース） 

三井住友海上 あいおいニッセイ同和損保

＜国内・営業ﾍﾞｰｽ＞ 契約台数 保険料単価 保険料 ＜国内・営業ﾍﾞｰｽ＞ 契約台数 保険料単価 保険料

  保険料増減要因 +0.4%  +3.0%    保険料増減要因  △ 1.1%  +1.5%  

＜国内＞ 対物 車両 （除く自然災害） ＜国内＞ 対物 車両 （除く自然災害）

  保険金単価増減   保険金単価増減

+2.5%  

+1.4% 

+2.7% 

+2.6%  +2.3%   △ 0.2% 
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2014年度 2015年度

前期比 増減率

 新契約高　（個人合計） 24,811 24,233 △ 578 △ 2.3% 

 新契約年換算保険料 462 481 18 4.1% 

うち　第三分野 144 135 △ 9 △ 6.5% 

 保有契約高　（個人合計） 218,940 225,760 6,819 3.1% 

 保有契約年換算保険料 3,534 3,757 222 6.3% 

うち　第三分野 705 787 82 11.7% 

 保険料（グロス収入保険料） 4,418 4,611 193 4.4% 

 経常利益 159 186 27 17.0% 

 当期純利益 44 60 16 37.1% 

 基礎利益 161 194 33 20.6% 

 EEV 6,478 5,958 △ 520 

 純資産価値 2,684 4,072 1,387 

 保有契約価値 3,794 1,885 △ 1,908 

 　うち新契約価値 504 408 △ 96 

資料10 国内生命保険会社（三井住友海上あいおい生命） 業績概要  

三井住友海上あいおい生命    （億円） 

・ 新契約高は、収入保障保険の減少などにより、前期比 △2.3% 減少の 2兆4,233億円 
・ 当期純利益は、前期比  16億円増益の 60億円 
・ EEVは、経済変動の影響（主に国内金利低下の影響△1,354億円）などにより、△520億円の減少 
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2014年度 2015年度

前期比 増減率

 新契約高　（個人合計） 10,247 12,626 2,378 23.2% 

 保有契約高　（個人合計） 44,210 49,108 4,897 11.1% 

 保険料（グロス収入保険料） 10,540 12,994 2,454 23.3% 

 経常利益 177 399 221 125.0% 

 当期純利益 124 178 54 44.0% 

 基礎利益 △ 334 143 477 - 

　EEV 3,102 3,338 236 

　純資産価値 2,374 2,455 81 

　保有契約価値 727 882 155 

　　うち新契約価値 262 337 75 

資料11 国内生命保険会社（三井住友海上プライマリー生命） 業績概要  

三井住友海上プライマリー生命    （億円） 

・ 保険料は、定額保険、変額保険ともに販売が好調だったことから、23.3% 増収の 1兆2,994億円 
・ 当期純利益は、豪ドル金利が前期は大幅に低下した一方、当期は上昇したため、外貨建商品に係る責任準備金負担が減少し、 

54億円増益の 178億円 
・ 将来の市場変動に備え、価格変動準備金113億円を追加積立 

11 
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2014年度 2015年度

前期比 増減率

 正味収入保険料 2,932 3,368 436 14.9% 

アジア 1,497 1,703 206 13.8% 

欧州 826 1,020 194 23.5% 

米州 417 458 40 9.6% 

再保険 191 186 △ 4 △ 2.3% 

 当期純利益 350 285 △ 64 △ 18.4% 

アジア 179 166 △ 12 △ 7.1% 

欧州 46 △ 20 △ 67 △ 145.1% 

米州 13 32 19 139.5% 

再保険 110 107 △ 3 △ 3.2% 

資料12 海外保険子会社（2015年度）業績概要 

海外保険子会社    （億円） 

・ 正味収入保険料は、再保険を除き、全地域で増収し、 14.9％増収の 3,368億円（為替影響＋135億円） 
・ 当期純利益は、欧州が△67億円の減益となった影響などにより、△64億円減益の285億円 

12 
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2014年度 2015年度

前期比

 正味収入保険料 14,458 15,074 616 

 正味収入保険料 増収率 4.4% 4.3% △0.1pt 

 正味損害率 62.2% 58.9% △3.3pt 

 正味事業費率 31.8% 31.0% △0.8pt 

 コンバインド・レシオ 94.0% 89.9% △4.1pt 

 インカードロス(含む損害調査費) 8,874 8,971 96 

 保険引受利益 140 191 51 

 ネット利息及び配当金収入 706 794 87 

 有価証券売却損益 900 991 90 

 有価証券評価損 △33 △72 △39 

 資産運用損益 1,583 1,528 △55 

 経常利益 1,713 1,678 △34 

 特別損益 △337 △117 219 

 当期純利益 891 1,139 248 

<除く家計地震・自賠責>

 正味収入保険料 増収率 4.5% 4.4% △0.1pt 

 正味損害率 59.4% 56.0% △3.4pt 

 正味事業費率 33.9% 33.1% △0.8pt 

 コンバインド・レシオ 93.3% 89.1% △4.2pt 

 インカードロス(含む損害調査費) 7,385 7,481 95 

※自動車保険「もどリッチ」の払戻充当保険料を控除したベース。 

   （億円） 

資料13 三井住友海上（単体）2015年度業績① 
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※「正味損害率」は “リトン・ペイド” ベース 
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2014年度 2015年度 2014年度 2015年度

増収率 前期比

 火　災 2,226 2,424 8.9%  火　災 67.0% 55.2% △11.8pt 

 海　上 652 669 2.6%  海　上 49.9% 53.9% 4.0pt 

 傷　害 1,496 1,409 △5.8%  傷　害 58.7% 57.7% △1.0pt 

 自 動 車 6,262 6,456 3.1%  自 動 車 60.9% 59.2% △1.7pt 

 自 賠 責 1,801 1,865 3.6%  自 賠 責 81.8% 79.8% △2.0pt 

 そ の 他 2,018 2,248 11.4%  そ の 他 49.7% 47.2% △2.5pt 

 合　　計 14,458 15,074 4.3%  合　　計 62.2% 58.9% △3.3pt 

 除く家計地震・自賠責 12,649 13,200 4.4%  除く家計地震・自賠責 59.4% 56.0% △3.4pt 

※自動車保険「もどリッチ」の払戻充当保険料を控除したベース 

資料14 三井住友海上（単体）2015年度業績② 

正味収入保険料 正味損害率    （億円） 

14 
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インカード 自然災害 EI損害率 インカード 自然災害 EI損害率

ロス 影響 (除く自然災害 ロス 影響 (除く自然災害

(a) (b) 影響) (c) (d) 影響)

 火　災
 (除く家計地震）

 海　上 349 56.4% 1 348 56.2% 397 58.5% 1 395 58.3% 2.1pt

 傷　害 858 58.3% 1 857 58.2% 777 54.7% 0 777 54.7% △3.5pt

 自 動 車 3,849 61.9% 12 3,837 61.7% 3,833 59.9% 24 3,808 59.5% △2.2pt

 そ の 他 1,237 64.4% 21 1,216 63.3% 1,168 54.6% 21 1,146 53.6% △9.7pt

 合 計 (A) 7,385 61.0% 151 7,233 59.7% 7,481 59.5% 381 7,099 56.4% △3.3pt

 家計地震 (B) － － － － － －

 自 賠 責 (C) 1,489 － 1,489 1,490 － 1,490

 合計(A)+(B)+(C) 8,874 151 8,723 8,971 381 8,589

50.1%

2014年度 2015年度

EI損害率 (a)-(b) EI損害率 (c)-(d) 前期比

△1.7pt67.3% 334 9701,089 57.9% 115 973 51.8% 1,304

インカードロスとＥＩ損害率 （含む損害調査費） 

資料15 三井住友海上（単体）2015年度業績③  

※自動車保険「もどリッチ」の払戻充当保険料を控除したベース 
※インカードロス＝正味支払保険金＋損害調査費＋支払備金積増額 
※ＥＩ損害率の分母となるアーンド（既経過）保険料は、未経過保険料（除く自然災害責任準備金）・保険料積立金等を調整して算出 
※合計(A）は除く家計地震、自賠責 
※「自然災害影響」は、当年度発生国内自然災害、大雪（2014年2月発生） およびタイ洪水（2011年度発生）に係るインカードロスの合計 
  ただし、2015年度は、タイ洪水の影響が軽微なため、これを含まない。（2014年度末におけるタイ洪水インカードロスは△49億円） 

（億円） 

15 
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   （億円） 

資料16 あいおいニッセイ同和損保（単体）2015年度業績① 
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2014年度 2015年度

前期比

 正味収入保険料 11,608 11,920 312 

 正味収入保険料 増収率 1.4% 2.7% 1.3pt 

 正味損害率 63.2% 59.2% △4.0pt 

 正味事業費率 35.0% 34.3% △0.7pt 

 コンバインド・レシオ 98.2% 93.5% △4.7pt 

 インカードロス(含む損害調査費) 7,346 7,064 △282 

 保険引受利益 147 248 100 

 ネット利息及び配当金収入 401 395 △6 

 有価証券売却損益 199 104 △95 

 有価証券評価損 △0 △66 △65 

 資産運用損益 515 349 △166 

 経常利益 689 617 △72 

 特別損益 △32 △202 △170 

 当期純利益 394 310 △83 

<除く家計地震・自賠責>

 正味収入保険料 増収率 1.3% 2.9% 1.6pt 

 正味損害率 60.4% 56.1% △4.3pt 

 正味事業費率 37.2% 36.5% △0.7pt 

 コンバインド・レシオ 97.6% 92.6% △5.0pt 

 インカードロス(含む損害調査費) 5,994 5,737 △256 

※「正味損害率」は “リトン・ペイド” ベース 
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資料17 あいおいニッセイ同和損保（単体）2015年度業績② 

正味収入保険料 正味損害率    （億円） 

2014年度 2015年度 2014年度 2015年度

増収率 前期比

 火　災 1,449 1,676 15.7%  火　災 66.2% 51.9% △14.3pt 

 海　上 75 57 △23.9%  海　上 62.4% 43.4% △19.0pt 

 傷　害 695 635 △8.6%  傷　害 49.5% 52.0% 2.5pt 

 自 動 車 6,652 6,718 1.0%  自 動 車 61.0% 58.1% △2.9pt 

 自 賠 責 1,677 1,706 1.7%  自 賠 責 80.2% 78.1% △2.1pt 

 そ の 他 1,058 1,126 6.3%  そ の 他 55.1% 53.0% △2.1pt 

 合　　計 11,608 11,920 2.7%  合　　計 63.2% 59.2% △4.0pt 

 除く家計地震・自賠責 9,926 10,209 2.9%  除く家計地震・自賠責 60.4% 56.1% △4.3pt 

17 
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資料18 あいおいニッセイ同和損保（単体）2015年度業績③ 

※インカードロス＝正味支払保険金＋損害調査費＋支払備金積増額 
※ＥＩ損害率の分母となるアーンド（既経過）保険料は、未経過保険料、保険料積立金等を調整して算出 
※合計(A）は除く家計地震、自賠責 
※「自然災害影響」は、当年度発生国内自然災害、大雪（2014年2月発生） およびタイ洪水（2011年度発生）に係るインカードロスの合計 
  ただし、2015年度は、タイ洪水の影響が軽微なため、これを含まない。（2014年度におけるタイ洪水インカードロスは△１億円） 

インカードロスとＥＩ損害率 （含む損害調査費） （億円） 

インカード 自然災害 EI損害率 インカード 自然災害 EI損害率

ロス 影響 (除く自然災害 ロス 影響 (除く自然災害

(a) (b) 影響) (c) (d) 影響)

 火　災
 (除く家計地震）

 海　上 48 53.2% － 48 53.2% 27 50.8% － 27 50.8% △2.4pt

 傷　害 327 48.8% 0 326 48.7% 298 46.4% 0 298 46.4% △2.3pt

 自 動 車 4,056 61.3% 8 4,048 61.2% 3,852 57.0% 35 3,816 56.5% △4.7pt

 そ の 他 787 75.4% 8 779 74.6% 667 60.6% 15 651 59.2% △15.4pt

 合 計 (A) 5,994 61.2% 121 5,872 59.9% 5,737 57.3% 299 5,438 54.3% △5.6pt

 家計地震 (B) － － － － － －

 自 賠 責 (C) 1,352 － 1,352 1,326 － 1,326

 合計(A)+(B)+(C) 7,346 121 7,225 7,064 299 6,764

61.1% 248 644773 56.3% 104 669 48.7% 892 44.1%

2014年度 2015年度

EI損害率 (a)-(b) EI損害率 (c)-(d) 前期比

△4.6pt

18 
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資料19 三井住友海上＋あいおいニッセイ同和損保（単体単純合算） 

※「正味損害率」は “リトン・ペイド” ベース 

   （億円） 
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2014年度 2015年度

前期比

 正味収入保険料 26,066 26,995 928 

 正味収入保険料 増収率 3.1% 3.6% 0.5pt 

 正味損害率 62.6% 59.1% △3.5pt 

 正味事業費率 33.2% 32.5% △0.7pt 

 コンバインド・レシオ 95.8% 91.6% △4.2pt 

 インカードロス(含む損害調査費) 16,221 16,035 △185 

 保険引受利益 287 439 152 

 ネット利息及び配当金収入 1,108 1,189 81 

 有価証券売却損益 1,100 1,095 △4 

 有価証券評価損 △34 △139 △105 

 資産運用損益 2,098 1,877 △221 

 経常利益 2,403 2,296 △106 

 特別損益 △369 △320 49 

 当期純利益 1,285 1,450 164 

<除く家計地震・自賠責>

 正味収入保険料 増収率 3.1% 3.7% 0.6pt 

 正味損害率 59.8% 56.1% △3.7pt 

 正味事業費率 35.3% 34.5% △0.8pt 

 コンバインド・レシオ 95.1% 90.6% △4.5pt 

 インカードロス(含む損害調査費) 13,379 13,219 △160 
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インカードロス（除く家計地震・自賠責、含む損害調査費） 

2014年度 2015年度 2014年度 2015年度

増収率 前期比

 火　災 3,675 4,101 11.6%  火　災 66.7% 53.8% △12.9pt

 海　上 728 727 △0.2%  海　上 51.2% 53.1% 1.9pt

 傷　害 2,191 2,045 △6.7%  傷　害 55.8% 56.0% 0.2pt

 自 動 車 12,914 13,174 2.0%  自 動 車 61.0% 58.6% △2.4pt

 自 賠 責 3,478 3,571 2.7%  自 賠 責 81.0% 79.0% △2.0pt

 そ の 他 3,077 3,374 9.7%  そ の 他 51.6% 49.1% △2.5pt

 合　　計 26,066 26,995 3.6%  合　　計 62.6% 59.1% △3.5pt

 除く家計地震・自賠責 22,576 23,409 3.7%  除く家計地震・自賠責 59.8% 56.1% △3.7pt

資料20 三井住友海上＋あいおいニッセイ同和損保（単体単純合算） 

2014年度 2015年度

前期比

 インカードロス（含む損害調査費）※1 13,379 13,219 △160 

 自然災害※2 272 681 408 

 自然災害以外 13,106 12,538 △568 

   （億円） 

正味損害率 正味収入保険料    （億円） 

20 

※1 インカードロス＝正味支払保険金＋損害調査費＋支払備金積増額 
※2  「自然災害」は、当年度発生国内自然災害、大雪（2014年2月発生）およびタイ洪水（2011年度発生）をいう。 
  ただし、2015年度は、タイ洪水の影響が軽微なため、これを含まない。（2014年度におけるタイ洪水インカードロスは△51億円） 
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資料21 グループ連結 2016年度業績予想 ① 

2015年度 2016年度（予想）

前期比 前期比増減率

 正味収入保険料 ※ 30,789 34,550 3,760 12.2% 

 三井住友海上 15,074 14,880 △ 194 △ 1.3% 

 あいおいニッセイ同和損保 11,920 12,120 199 1.7% 

 三井ダイレクト損保 365 376 10 2.8% 

 海外保険子会社 3,368 7,100 3,731 110.8% 
.

 生命保険料 13,563 12,080 △ 1,483 △ 10.9% 

＜参考：保険料（グロス収入保険料）＞

2015年度 2016年度（予想）

前期比 前期比増減率

 三井住友海上あいおい生命 4,611 4,773 162 3.5% 

 三井住友海上プライマリー生命 12,994 10,000 △ 2,994 △ 23.0% 

※ 正味収入保険料は、自動車保険「もどリッチ」の払戻充当保険料を控除したベース 

 

   （億円） 
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2015年度 2016年度（予想）

前期比

 経常利益 2,915 2,850 △ 65 

 三井住友海上 1,678 1,740 61 

 あいおいニッセイ同和損保 617 660 42 

 当期純利益 ※ 1,815 1,830 14 

 三井住友海上 1,139 1,320 180 

 あいおいニッセイ同和損保 310 420 109 

 三井ダイレクト損保 △ 43 △ 6 38 

 三井住友海上あいおい生命 60 40 △ 20 

 三井住友海上プライマリー生命 178 150 △ 28 

 海外保険子会社 285 550 264 

 その他･連結調整等 △ 117 △ 644 △ 527 

※連結の当期純利益は、親会社株主に帰属する当期純利益を表す。 子会社の当期純利益は、出資持分ベース。 以下同じ。 
 

   （億円） 
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資料22 グループ連結 2016年度業績予想 ② 
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資料２３ グループ連結 2016年度業績予想 ③業績予想の増減要因 

※ 国内損保は、三井住友海上とあいおいニッセイ同和損保の金額の単純合計 

23 

連結経常利益予想の増減要因                                         （億円） 

2015年度 

経常利益 
2,915 
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経常利益 
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△258 
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・国内損保インカードロスは531億円増加するものの、国内損保増収影響他（アーンドプレミアム拡大等）が701億円の増加となる 
 ことから、保険引受利益は増益を予想 
・異常危険準備金は、取崩が増加することを見込む 
・海外保険子会社の増加およびその他連結調整等の減少は、MS Amlinの新規連結とのれんの償却等が主な要因 
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2015年度 2016年度（予想）

前期比

 グループコア利益 1,475 1,960 484 

 国内損保事業 919 1,210 290 

 国内生保事業 250 180 △ 70 

 海外事業 279 530 250 

 金融サービス事業/リスク関連事業 26 40 13 

 その他の事業数値

 コンバインドレシオ（国内損保） 91.6% 94.4% 2.8pt 

 ＭＳＡ生命ＥＶ増加額 △ 520 480 1,000 

 グループＲＯＥ 5.2% 6.9% 1.7pt 

※ 「グループコア利益」、「グループＲＯＥ」の定義は最終ページをご参照下さい。 
 

   （億円） 
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資料2４ グループ連結 2016年度業績予想 ④  



MS&AD Insurance Group Holdings, Inc. 

三井住友海上 あいおいニッセイ同和損保

原則、2016年3月末水準を想定

（参考）2016年3月末
　　　　　　日経平均
　　　　　　米ﾄﾞﾙ
　　　　　　ユーロ

16,759円
113円
128円

     400億円 （+20億円）       225億円 （△72億円）

100億円 25億円

 異常危険準備金 繰入 　　278億円 （+57億円） 129億円 （△7億円）

（火災保険） 取崩 221億円 （+220億円） 139億円 （+139億円）

積増 　　57億円 （△163億円） △10億円 （△146億円）

 異常危険準備金 繰入 　　210億円 （+3億円） 218億円 （+2億円）

（自動車保険） 取崩 　　60億円 （+15億円） 147億円 （+16億円）

積増 　　150億円 （△12億円） 71億円 （△14億円）

28.2% 法人税率（実効税率）

 当年度発生国内自然災害

 市場環境の前提

  うち、熊本地震（除く家計地震）
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資料2５ 今回業績予想の主な前提 

※ 

※追加的な繰入（100億円）を織り込む 

（）内は前期比 
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2015年度 2016年度（予想）

前期比

 正味収入保険料 15,074 14,880 △194 

 正味収入保険料 増収率 4.3% △1.3% △ 5.6pt 

 正味損害率 58.9% 62.1% 3.2pt 

 正味事業費率 31.0% 31.5% 0.5pt 

 コンバインド・レシオ 89.9% 93.6% 3.7pt 

 インカードロス(含む損害調査費) 8,971 9,206 234 

 保険引受利益 191 520 328 

 ネット利息及び配当金収入 794 790 △ 4 

 有価証券売却損益 991 553 △ 438 

 有価証券評価損 △ 72 △ 30 42 

 資産運用損益 1,528 1,272 △ 256 

 経常利益 1,678 1,740 61 

 特別損益 △ 117 △ 60 57 

 当期純利益 1,139 1,320 180 

<除く家計地震・自賠責>

 正味収入保険料 増収率 4.4% △1.3% △ 5.7pt 

 正味損害率 56.0% 58.8% 2.8pt 

 正味事業費率 33.1% 33.5% 0.4pt 

 コンバインド・レシオ 89.1% 92.3% 3.2pt 

 インカードロス(含む損害調査費) 7,481 7,634 152 

※ 自動車保険「もどリッチ」の払戻充当保険料を控除したベース 
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資料26 三井住友海上（単体）2016年度業績予想①  

   （億円） 



MS&AD Insurance Group Holdings, Inc. 

※1 インカードロス＝正味支払保険金＋損害調査費＋支払備金積増額 
※2  「自然災害」は、当年度発生国内自然災害、大雪（2014年2月発生）をいう。ただし、2016年度は、大雪の影響が軽微なため、これを含まない。 
     （2015年度における大雪のインカードロスは1億円） 

2015年度 2015年度

増収率 前期比

 火　災 2,424 1,957 △19.3%  火　災 55.2% 71.8% 16.6pt 

 海　上 669 651 △2.8%  海　上 53.9% 58.7% 4.8pt 

 傷　害 1,409 1,397 △0.9%  傷　害 57.7% 55.4% △ 2.3pt 

 自 動 車 6,456 6,567 1.7%  自 動 車 59.2% 59.6% 0.4pt 

 自 賠 責 1,865 1,839 △1.4%  自 賠 責 79.8% 82.1% 2.3pt 

 そ の 他 2,248 2,469 9.8%  そ の 他 47.2% 50.7% 3.5pt 

 合　　計 15,074 14,880 △1.3%  合　　計 58.9% 62.1% 3.2pt 

 除く家計地震・自賠責 13,200 13,034 △1.3%  除く家計地震・自賠責 56.0% 58.8% 2.8pt 

2016年度（予想） 2016年度（予想）

2015年度

前期比

 インカードロス（含む損害調査費）※1 7,481 7,634 152 

 自然災害※2 381 400 18 

 自然災害以外 7,099 7,234 134 

2016年度（予想）

※ 自動車保険「もどリッチ」の払戻充当保険料を控除したベース 
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資料２７ 三井住友海上（単体）2016年度業績予想② 

正味収入保険料 正味損害率 

インカードロス（除く家計地震・自賠責）    （億円） 

   （億円） 
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   （億円） 
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資料2８ あいおいニッセイ同和損保（単体）2016年度業績予想① 

2015年度 2016年度（予想）

前期比

 正味収入保険料 11,920 12,120 199 

 正味収入保険料 増収率 2.7% 1.7% △ 1.0pt 

 正味損害率 59.2% 61.3% 2.1pt 

 正味事業費率 34.3% 33.9% △ 0.4pt 

 コンバインド・レシオ 93.5% 95.2% 1.7pt 

 インカードロス(含む損害調査費) 7,064 7,490 425 

 保険引受利益 248 380 131 

 ネット利息及び配当金収入 395 310 △ 85 

 有価証券売却損益 104 85 △ 19 

 有価証券評価損 △ 66 △ 30 36 

 資産運用損益 349 260 △ 89 

 経常利益 617 660 42 

 特別損益 △ 202 △ 100 102 

 当期純利益 310 420 109 

<除く家計地震・自賠責>

 正味収入保険料 増収率 2.9% 2.1% △ 0.8pt 

 正味損害率 56.1% 58.1% 2.0pt 

 正味事業費率 36.5% 35.9% △ 0.6pt 

 コンバインド・レシオ 92.6% 94.0% 1.4pt 

 インカードロス(含む損害調査費) 5,737 6,116 378 
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正味損害率 正味収入保険料 

インカードロス（除く家計地震・自賠責、含む損害調査費） 

2015年度 2015年度

増収率 前期比

 火　災 1,676 1,599 △4.6%  火　災 51.9% 64.5% 12.6pt 

 海　上 57 60 4.0%  海　上 43.4% 41.7% △ 1.7pt 

 傷　害 635 607 △4.5%  傷　害 52.0% 50.4% △ 1.6pt 

 自 動 車 6,718 6,868 2.2%  自 動 車 58.1% 58.2% 0.1pt 

 自 賠 責 1,706 1,689 △1.0%  自 賠 責 78.1% 78.8% 0.7pt 

 そ の 他 1,126 1,297 15.2%  そ の 他 53.0% 57.3% 4.3pt 

 合　　計 11,920 12,120 1.7%  合　　計 59.2% 61.3% 2.1pt 

 除く家計地震･自賠責 10,209 10,425 2.1%  除く家計地震･自賠責 56.1% 58.1% 2.0pt 

2016年度（予想） 2016年度（予想）

2015年度

前期比

 インカードロス（含む損害調査費）※1 5,737 6,116 378 

 自然災害※2 299 225 △ 74 

 自然災害以外 5,438 5,891 452 

2016年度（予想）
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資料2９ あいおいニッセイ同和損保（単体）2016年度業績予想② 

   （億円） 

   （億円） 

※1 インカードロス＝正味支払保険金＋損害調査費＋支払備金積増額 
※2  「自然災害」は、当年度発生国内自然災害、大雪（2014年2月発生）をいう。ただし、2016年度は、大雪の影響が軽微なため、これを含まない。 
     （2015年度における大雪のインカードロスは1億円） 
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資料３０ 三井住友海上＋あいおいニッセイ同和損保（単体単純合算） 

2014年度

前期比 前期比

 正味収入保険料 26,066 26,995 928 27,000 4 

 正味収入保険料 増収率 3.1% 3.6% 0.5pt 0.0% △3.6pt 

 正味損害率 62.6% 59.1% △3.5pt 61.8% 2.7pt 

 正味事業費率 33.2% 32.5% △0.7pt 32.6% 0.1pt 

 コンバインド・レシオ 95.8% 91.6% △4.2pt 94.4% 2.8pt 

 インカードロス(含む損害調査費) 16,221 16,035 △185 16,696 660 

 保険引受利益 287 439 152 900 460 

 ネット利息及び配当金収入 1,108 1,189 81 1,100 △89 

 有価証券売却損益 1,100 1,095 △4 638 △457 

 有価証券評価損 △34 △139 △105 △60 79 

 資産運用損益 2,098 1,877 △221 1,532 △345 

 経常利益 2,403 2,296 △106 2,400 103 

 特別損益 △369 △320 49 △160 159 

 当期純利益 1,285 1,450 164 1,740 289 

<除く家計地震・自賠責>

 正味収入保険料 増収率 3.1% 3.7% 0.6pt 0.2% △3.5pt 

 正味損害率 59.8% 56.1% △3.7pt 58.5% 2.4pt 

 正味事業費率 35.3% 34.5% △0.8pt 34.6% 0.1pt 

 コンバインド・レシオ 95.1% 90.6% △4.5pt 93.1% 2.5pt 

 インカードロス(含む損害調査費) 13,379 13,219 △160 13,750 531 

2015年度 2016年度（予想）

※「正味損害率」は “リトン・ペイド” ベース 

   （億円） 
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インカードロス（除く家計地震・自賠責、含む損害調査費） 

2014年度 2014年度

増収率 増収率 前期比 前期比

 火　災 3,675 4,101 11.6% 3,556 △13.3%  火　災 66.7% 53.8% △12.9pt 68.6% 14.8pt

 海　上 728 727 △0.2% 711 △2.2%  海　上 51.2% 53.1% 1.9pt 57.3% 4.2pt

 傷　害 2,191 2,045 △6.7% 2,004 △2.0%  傷　害 55.8% 56.0% 0.2pt 53.9% △2.1pt

 自 動 車 12,914 13,174 2.0% 13,435 2.0%  自 動 車 61.0% 58.6% △2.4pt 58.9% 0.3pt

 自 賠 責 3,478 3,571 2.7% 3,528 △1.2%  自 賠 責 81.0% 79.0% △2.0pt 80.5% 1.5pt

 そ の 他 3,077 3,374 9.7% 3,766 11.6%  そ の 他 51.6% 49.1% △2.5pt 53.0% 3.9pt

 合　　計 26,066 26,995 3.6% 27,000 0.0%  合　　計 62.6% 59.1% △3.5pt 61.8% 2.7pt

 除く家計地震・自賠責 22,576 23,409 3.7% 23,459 0.2%  除く家計地震・自賠責 59.8% 56.1% △3.7pt 58.5% 2.4pt

2015年度 2016年度（予想） 2015年度 2016年度（予想）

資料3１ 三井住友海上＋あいおいニッセイ同和損保（単体単純合算） 

2014年度

前期比 前期比

 インカードロス（含む損害調査費）※1 13,379 13,219 △160 13,750 531 

 自然災害※2 272 681 408 625 △56 

 自然災害以外 13,106 12,538 △568 13,125 587 

2015年度 2016年度（予想）

   （億円） 

正味損害率 正味収入保険料    （億円） 
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※1 インカードロス＝正味支払保険金＋損害調査費＋支払備金積増額 
※2  「自然災害」は、当年度発生国内自然災害、大雪（2014年2月発生）をいう。ただし、2016年度は、大雪の影響が軽微なため、これを含まない。 
     （2015年度における大雪のインカードロスは3億円） 
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（億円、1￡=162円を想定）

2016年度 連結調整 2016年度連結決算影響

（予想） （予想） （予想）

 正味収入保険料 3,823 － 3,823 

 当期純利益 288 △190 98 

 グループコア利益 288 ー 288 

※連結調整はのれん等の償却費。のれん等の2015年度末残高は3,570億円(1￡=178.78円で換算)

資料３２（ご参考）MS Amlin 連結による2016年度業績への影響見込み 
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資料3３ （ご参考）中期経営計画数値目標の修正について 

2017年度 2017年度

経営数値目標 経営数値目標

（2014年6月公表）

グループコア利益 1,600  2,200  

　国内損保事業 1,000  1,350  

　国内生保事業 160  150  

　海外保険事業 390  650  

　金融サービス事業
　リスク関連サービス事業

50  50  

グループＲＯＥ 7.0 % 7.5 %

正味収入保険料 31,000  35,700  

コンバインドレシオ（国内損保）※ 95％以下 93％台

三井住友海上あいおい生命EV増加額 450 超 500 超

   （億円） 
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※  「コンバインドレシオ（国内損保）」は、三井住友海上、あいおいニッセイ同和損保、三井ダイレクト損保の合計 



  

 この資料に記載されている内容のうち、ＭＳ＆ＡＤホールディングスならびにグループ各社の将来に関する 
 計画や戦略、業績に関する予想や見通しは、現時点で把握できる情報から得られた当社グループの判断 
 に基づいています。実際の業績は、さまざまな要因によりこれらの業績見通しと異なる結果になり得ること 
 をご承知おき下さいますようお願いいたします。実際の業績に影響を及ぼし得る要因としては、(1)事業を 
 取り巻く経済動向、(2)保険業界における競争激化、(3)為替レートの変動、(4)税制など諸制度の変更、 
 などがあります。 

予想および見通しに関する注意事項 

お問い合わせ先 
 

MS＆AD インシュアランス グループ ホールディングス株式会社 
広報・ＩＲ部  

 

TEL: 03-5117-0311 
e-mail: ms_ad_ir@ms-ad-hd.com 
URL: http://www.ms-ad-hd.com 

「グループコア利益」 の定義 

 
 グループコア利益 ＝ 連結当期利益 － 株式キャピタル損益（売却損益等）－ クレジットデリバティブ評価損益 － その他特殊要因 

   ＋ 非連結グループ会社持分利益 

 

 グループROE   ＝ グループコア利益 ÷ 連結純資産（期初・期末平均、除く非支配株主持分） 

 


